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24. カンキッグリーニング病を媒介するミカンキジラミの分布は

ゲッキツの分布と一致する

〔 要約 〕カ ン キッ グ リーニ ング病を媒介するミカンキジラミは、ミカン科のゲッキツが分布する痙~
大島以南の南西諸島において恒常的に発生しているので、カンキッグ リーニング病が未発生のこれらの

島々では、本病の侵入に対する瞥戒が必要である。
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〔背景 ・ねらい〕

カンキッグ リー ニング病は、飾部に局在する細菌様微生物によ って引 き起こされるアジア ・アフ リカ

の熱帯 ・亜熱帯地域におけるカンキツ類の重要病害で、罹病樹は矮化 しやがて枯死する。わが国では 1988

年に西表島で確認されて以来、現在では沖縄県のほぽ全域で確認されている。本病は接木によ って伝染

するほか、ミカンキジラミ (Diaphorinacitri)により媒介されることが知られている。 ミカンキジラミは

南西諸島においては従来、奄美大島、沖縄本島、宮古島、石垣島、西表島から記録されていたが、我が

国でカンキッグリーニン グ病の発生が確認された後には、 詳 しい分布調査が行われていない。また、ミ

カンキジラミに寄生する 天敵の分布の調査も行われていない。

ここではカンキッグリーニング病の分布拡大を予想したり防除対策を立てる上で重要と思われる媒介

昆虫ミカンキジラミとミカンキジラミが最も好む寄主植物であるミカン科のゲ ッキツの分布の現状につ

いて明 らかにする 。

〔成果の内容 • 特徴〕

l. ミカンキジラミが最 も好む寄主植物のミカン科のゲ ッキツは、奄美大島以南の南西諸島に分布し、生

垣などに好んで利用されているが （図 2)、 トカラ列島以北の南西諸島（ トカラ宝島、 トカラ中之島、

屋久島） からは発見 されていない （図 1)。

2. ミカンキジラ ミ（図 3)は、奄美大島以南の南西諸島に分布しているが、トカラ列島以北の南西諸島

（トカラ宝島、 トカラ中之島、屋久島） では寄主植物であるカンキツ類が栽培されているにもかかわ ら

ず発見されていない （図 I)。

3. ミカンキジラミの寄生性天敵であるミカンキジラミヒメコバチ (Tamarixiaradiata) とミカンキジラ

ミトビコバチ (Diaphorencyrtussp.)は、奄美大島以南の南西諸島のほぽ全域に分布していることか ら

（図 1)、これ らの地域では寄主であるミカンキ ジラミが恒常的に発生 してい ると誰察さ れる。

〔成果の活用面 ・留意点〕

I. 奄美大島以南の南西諸島では、ミカンキジラ ミが恒常的に発生 していると考えられるため、カンキッ

グリーニング病の侵入に関して注意する必要があ る。

2. トカラ列島以北の地域においても、施設栽培のカンキツのように、新梢の発生頻度が高 くなる条件で

は、ミカンキジラ ミが恒常的に発生する可能性があ るので、同様に瞥戒する必要がある 。

3. ゲッ キツの分布には、 奄美大島以南の地域において、好んで垣根等に利用されるという文化的な背景

があるが、少なくともカンキ ツ園の周辺ではミカ ンキジラミの発生源とな るゲ ッキツを除去するのが

望ましい。
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図 1 南西諸島における ミカンキジラミ 、ゲッキツ、ミカンキ ジラミヒメ コバチ、ミカンキジラミトビコバチの
分布の現況とカンキッグ リーニング病の既知分布域 （概念図）．地図中の丸印は、本研究で調査した島．
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図2 生垣として利用されているゲッキッ
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図3 ミカンキジラミ成虫
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